
簡易リンサー
ＭＲ－１０００
取扱説明書

〒９２０－０９０２金沢市尾張町２丁目７番１２号
電話０７６－２２１－４０２３ＦＡＸ０７６－２２１－４０８９

http://www.sakagu.jp



各部の説明 前面

カバー

バスケット

電源スイッチ

緊急停止

ボタン

給水口

排水口

制御盤



各部の説明 背面

＊背面のカバーを開けて内洗と外洗
の量を後ろの窓から確認し調整をし
て下さい。

給水外洗バルブ

内洗バルブ

外洗ノズル

排水



運転

①コンセントに電源プラグを差し込む

②電源スイッチを入れる

③制御盤を開きスピードを設定する
ダイヤルを回しｓｅｔボタンを押し確定する

④給水口にホースを接続する
＊必ずホースバンドをかける事

⑤背面のカバーを開けて外洗／内洗のバランスを確定する

⑥回転方向を変えたいときはスイッチを切り正転／逆転ボタ
ンを切り替える
＊必ず停止してから切り替える事
⑦瓶をバスケットに立てて洗浄開始
⑧緊急停止の時は赤の緊急停止ボタンを押す
トラブルを除去してから、電源スイッチをいれる

正転／逆転ボタン

緊急停止ボタン
電源スイッチ



回転数の設定

ＳＥＴボタン

ダ
イ
ヤ
ル

ダイヤルを回しSETボタンを押して確定する



ご注意！

以下の事は事故の原因になりま
すから決してしないで下さい

①リンサーの外側に水をかける
②回転している円盤を手で止める
③バスケットの底面より４０ｍｍ以
上でないこと
＊付属のバスケットを瓶にセット
し、出ている瓶口の長さを確認して
下さい。これ以上出ていると、内洗
ノズルに当たり破瓶します。

バスケット



備考

使い終わって、かたずける時もし凍結のおそれがあれ
ば、機械下のドレン抜きを開き配管中の水を抜いて下
さい

ドレン抜き
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正転/逆転切換スイッチ

右側面図
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M1902-01外形図・仕様表

外洗用配管組立(外装カバー内)
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給水バルブ20A

排水口40A

給水バルブ20A(3/4")

排水口40A(11/2)

＊ｽﾃﾝﾚｽｿｹｯﾄ

簡易リンサー　MR-1000-C（標準仕様）

オプション仕様

排水接続

洗浄水量

給水接続

電源接続

運転制御盤

洗浄方式

洗瓶能力

外形寸法

半自動リンサー MR-1000-C 仕様表

W1011×D860×H1200　＊本体寸法W860×D860

1000本/h(50/60Hz)　＊インバータ制御能力可変式

給水直結かけ流し式(瓶内洗浄×4、外部洗浄×14)

インバータ、正転/逆転切換スイッチ組込

3φ200V20Aコンセント　＊電源ケーブル4m付

20A(3/4)給水ボールバルブ

33.6㍑/min(0.2MPa)　＊洗浄水量調節バルブ付

Rp1"1/2(40A)ソケット、オーバフローVP25A

特殊瓶対応ホルダー製作、その他特注仕様対応

2019.2　給水・排水接続口移動⇒左側面から右側面　＊副番変更 MR-1000-C



ベルト張力調整ボルト

瓶ホルダー

上部カバー

内洗ノズル

軸受・シャフト組立ギヤモータ

ホルダー回転板

面圧タイミングプーリ

MR-1000リンサー断面図　1/10 ギヤモータ詳細図　1/5

締付けボルト M5×20

面圧タイミングプーリ

モータブラケット

張力調整ボルト

取外しタップ穴 M5×2

締付けボルト M5×20

ブラケット取付ボルト穴

ホルダー回転板の停止位置調整

上部カバーを取外します。①

② モータブラケット取付ボルトを緩め、

張力調整ボルトでモータブラケットを

スライドさせベルトの張力を緩めます。

面圧タイミングプーリ締付けボルトを

緩め、取外しタップ穴にM5ボルト2本を

ねじ込み、固定ブッシュを緩めて下さい。

ホルダー回転板と内洗ノズルの位置を

調整します。

又、内洗ノズルに傾きがある場合は、

ノズル固定ナットを緩め微調整します。

ビンホルダーに瓶を立て給水バルブを

開き洗浄状態を確認します。

確認調整後プーリー締付けボルトを

モータプーリとシャフトプーリが

同一面になるよう御注意願います。

＊

⑦

⑥

⑤

④

③

締込み、ベルト張力を調整します。


